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那覇港沈埋トンネルについては，フルサンドイッチ構造やベローズ継手の採用，片

側３車線と断面が大きいこと，基盤層に起伏があり，表層地盤の強度にバラツキが大

きいこと，台風の常襲地帯であることなどの特徴がある．100 年間の供用期間を良好

な状態で維持管理するため，予防保全の観点から維持管理マニュアルを作成した．計

測管理を含む内容について概説する． 
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１．はじめに 

 本トンネルは，那覇ふ頭港口部を海底トンネルで

横断し，波の上地区と那覇空港を 8 函の沈埋函で直結

させる延長約1.1kmの自動車専用道路トンネルであり，

県内初の海底トンネルとなる．また，国内初の新工法

も積極的に導入している．構造や施工の詳細は省略す

るが，点検管理にあたっては，本沈埋トンネルの特徴

を十分理解する必要がある． 

 
図-1 沈埋トンネル概要図 

２．沈埋トンネルの変状について 

 維持管理マニュアルの作成にあたり，沖縄で最初の

沈埋トンネルであることを考えると，点検診断業務を

実施する者は，その資格は規定するが，必ずしもその

道の熟練者ではないことを想定した．そこで，図や表，

写真を多用して沈埋トンネルの変状原因，特徴，対応

などを詳述した．また，点検結果から劣化度を判定す

るため，参考となる写真も収集し例示した． 

 

図-2 沈埋トンネルの変状原因 

 

表-1 沈埋トンネルの変状の概要と特徴 
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写真-1 劣化度判定参考写真例 

３．各部位の耐用年数ついて 

施設本体の供用期間は 100 年で設計している．各部

位の維持管理レベルは「港湾の施設の維持管理技術マ

ニュアル」１）に準拠して表-2のように設定した（紙面

の都合で各レベルの意味を要約例示する）． 

 

表-2 各部位の維持管理レベル 

 

レベルⅠ：初期対応のみで性能を保持（無補修） 

レベルⅡ：予防保全的な対策で性能低下に対処 

レベルⅢ：事後保全的な対策で性能低下に対処 

100 年以下の耐用年数を想定している部位について

は，供用期間中に数回の改修工事（補修工事）が予測

される．維持管理レベルⅡとⅢの設計耐用年数につい

ては，目安として示したものである．耐火被覆は，30

年以上使うことも可能であり，状況を見て判断するこ

ととした． 

４．点検のレベル，内容 

点検の種類とその内容は，表-3に示すとおりとした．

点検のレベルは，点検の重要度に応じて表-4のように

定めた．点検の基本は目視確認であるが，レベルⅢ以

上は近接目視を実施することとした．  

 専門家とは，「技術基準対象施設の維持に関し必要な

事項を定める告示」第三条に示される者を言う． 

点検レベルⅢ以上の点検における，専門的知識及び
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技術又は技能を有する点検員とは，土木構造物に関す

る実務経験を以下の期間有している者が望ましいとし

た． 

表-4 点検レベルの分類 

 

①大学卒業後３年以上． 

②短大・高専卒業後５年以上． 

③高校卒業後８年以上． 

④前項①～③と同等以上の能力を有する者． 

 点検結果は，点検員の判断によるところが大きいた

め，上記のような実務経験を積み，かつ，道路トンネ

ルおよび点検に関する専門的な知識を有した１名以上

の点検員と，土木構造物および点検に関する基本的な

知識を有する複数の点検補助員によって構成されたチ

ームで作業を行うことが望ましい．  
点検」の点検項目を示す．立坑・陸上トンネル・擁壁

区間（RC構造）も同様の表を作成した．なお，黄色の

網掛け部は計測管理システム（後述）により判定でき

る項目である． 

点検レベルⅣ以上（詳細定期点検，詳細地震時点検，

詳細臨時点検）において，非破壊検査を用いた点検，

測量調査，構造解析を実施する場合には，その資格を

有している専門家が実施する．調査結果や安全性の判

定において，高度な判断を要する場合は，学識経験者

の指導を受ける． 

 各部位ごとの点検方法，着目点などは割愛する． 

 

 表-5 沈埋トンネル区間の点検項目 

表-3 点検の種類とその内容 

 

 

 ５．点検の流れ，点検項目 

 表-3に示す点検の種類ごとに点検のフローを作成し

た．フロー図では，点検者が判断する部分と管理者が

判断する部分，管理者と協議して専門家に委託する場

合など，それぞれの責任範囲を明示した． 

 

６．点検結果の診断 

各点検診断における判定は，「港湾の施設の維持管理

技術マニュアル」１）に準拠し，表-6に示すようにa，b，

c，dに分け，更にQのランクを追加した．判定区分Q

表-5に沈埋トンネル区間（ﾌﾙｻﾝﾄﾞｲｯﾁ構造）の「日

常点検」，「定期点検」，「地震時点検」，および「臨時 
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は，点検者だけでは変状の程度が明確に判断できない

が，重要な損傷と思われる場合，および通常見られな

い異常な変状があるため，別途調査をしないと判定区

分にそった判定ができない場合に適用するものとした．

総合評価などの際に詳細調査など次のステップへ進む

かどうか判断するため，Qの判定をした場合は，必ずそ

の理由などを明記することとした． 

 

 

表-6 点検診断の判定基準 

 図-3 計測機器配置図（検討中の例） 

 
７．計測管理 

表-7 計測値の利用方法 

沈埋函が損傷した場合は大量の水がトンネル内に流

入し非常に危険な状態になる．かつ，重大な損傷・変

状が発生してから補修を行うのでは作業性，費用面に

おいて非常に困難となる．また，本沈埋トンネルは鋼

コンクリート合成構造であることから目視点検による

トンネル変状確認は難しく，剛継手およびベローズ継

手も目視による変状確認も困難である．このため，沈

埋トンネル部では，点検や調査に加えて，事前の変状

等を把握する予防保全型維持管理のための計測を行う

こととした．図-3に計測機器の配置検討例，表-7に計

測値の利用方法を示す． 

 

 継手変位（ベロ－ズ継手），函体応力（剛継手応力）

などに管理基準値を設定した．継手変位と函体応力が

管理基準値を超えることは，設計で想定している耐力

が不足することになり，想定地震に遭遇した場合，復

旧が不可能な被害をこうむる可能性がある． 

この管理値を超えるような場合には，縦断測量で沈

埋函の変形を測定し，設計時のモデル解析と比較する

など現況を正確に把握し，地震遭遇時の予測解析を実

施する必要がある． 
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